
た
形
跡
が
刀
儲
か
-
察
せ
ら
れ
ー
車
両
ま
で
含
ま
れ
､
此
等
は
戦
闘
よ
ゎ
薬
を
総
て
機
動
に
禿
る
通
貨
で
あ
る
か
ら

従
っ
て
我
的
以
後
の
遺
跡
た
る
は
明
か
で
他
の

山
の
銅
盟
を
含
ま
ぬ
方
が
玉
食
鱗
の
良
弟
で
な
い
か
ビ
想
ほ
れ
る
で

あ

る

0
比
等
を

併
せ
考
ふ
れ
ば
ア
氏
の
未
新
石
器
時
代
な
る
も
の
は
土
器
の
横
式
に
立
脚
L
t
厳
密
な
る
年
代
を
之
に
賦

輿
す
る
こ
と
は
頗
る
免
除
で
あ
る
ビ
憩
は
れ
る
｡
然
れ
ど
も
閣
方
か
ら
幾
多
の
民
族
が
光
電
し
､
我
々
の
翻
り
程
た

以
前
か
ら
土
器
文
化
の
斑
段
も
に
よ
り
代
表
さ
,･a
る
こ
と
が
知
れ
た
鮎
は
非
常
に
而
白
-
戚
す
る
.

ネ

ル
ソ
ン
氏
の
反
対
説
の
翰
接
の

一
た
る
石
器
時
代
人
叛
の
骨
格
の
北
支
那
現
任
人
ビ
難
路
の
著
し
い
ど
い
ふ
な

革
賓
だ
す
れ
ば
'
我
々
は
文
厭
時
代
か
ら
原
叡
時
代
を
経
て
石
器
文
化
時
代
に
至
る
ま
で
通
じ
て
行
は
れ
死
中
並
民

族
の
移
住
が
是
か
ら
認
明
さ
れ
る
ビ
信
す
る
｡

信
州
横
川
峡
の
梯
状
脈
蛇
石
に
就
て

(
図
版
節
三
器

)

八

木

貞

助

緒

言

中
央
線
辰
野
輝
を
振
る
こ
ビ
酉
空

直

中
天
龍
川
の
支
流
横
川
川
の
上
流
に
常
る
長
野
賦
上
伊
那
郡
川
島
村
早
川

ジ
ヤ
イ
シ

上
人
に
は
旦
俗
蛇
石
だ
栴
す
る
梯
状
限

Ladder
V
ein
s
の
見
事
に
露
出
せ
る
も
の
あ
り
｡
是
即
横
川
幌
成
の
演
色

粘
板
岩
の
成
盾
両
に
沿
ひ
て
泣
入
せ
る
顎
白
褐
色
の
岩
床

In
tru
sil
e
Sills
o
r
sh
eets
あ
ゎ
て
'
定
に
此
岩
床
を

信
州
松
川
蚊
の
梯
批
収
些
石
に
琴

売

九



地

球

第
九
番

第
三
幼

T蓋

T
O

横
切
り
て
略
等
層
の
白
色
石
英
脈
(
1
種
の

P
eg
m
atite
)
が
規
則
正
し
-
帖
等
間
隔
に
宵
数
十
懐
に
飴
-
て
貫
入
せ

る
も
の
な
り
.
此
梯
状
脈
は
水
蝕
の
結
果
塵
差
状
に
単
層
せ
ら
れ
嵩
-
檎
-
河
水
に
瞳
現
し
､
恰
も
彼
の
蛇
腹
の
斑

紋
を
想
は
し
む
る
も
の
蛾
艇
八
十
米
に
断
据
す
る
は
以
て
驚
異
に
偲
す

べ
-
為
に
蛇
不
の
栴
呼
を
指
衆
せ
る
月
-
0

こ
は
地
質
撃
上
典
妹
多
き
事
例
た
る
の
み
な
ら
ず
､
岩
石
撃
鋭
床
尊
等
よ
-
も
亦
考
察
す
べ
き
事
項
砂
L
t,J
せ
ず
O

依
っ
て
こ
れ
を
略
述
せ
ん
ど
す
｡
本
文
か
輩
す
る
に
際
し
堅
児
帝
囲
大
尊
坪
井
誠
太
郎
博
士
は
岩
石
壁
上
に
舵
で
浦

和
高
等
撃
操
業
枠
秀
幸
氏
は
地
贋
錬
床
撃
上
の
串
に
閲
し
多
大
の
指
数
を
周
は
r･｡
た
ち
.
記
し
て
探
-
戚
謝
の
意
を

表
す
｡

)
7

地

形

地

質

概

要

(

木
骨
山
塊
北
部
の

雅
量
置
加
揖
(
二
二
九
六
米
)
の
北
速
よ
り
は
奈
良
井
川
に
賂
非
行
し
て
二
健
の
姉
妹
州
た
る
横

川
川
小
横
川
を
派
出
せ
-
0
両
川
暦
東
北
に
向
っ
て
開
弓
状
に
轡
曲
し
敏
の
断
暦
谷
ビ
日
さ
る
～
小
野
川
を
各
せ
tJ

方
向
を
南
東
に
碑
じ
辰
野
の
南
方
に
於
で
天
龍
川
に
入
る
｡
横
川
閃
小
横
川
}J
も
古
座
暦
の
背
斜
朝
に
従
っ
て
侵
蝕

せ
ら
れ
草
る
も
の
に
し
て
横
川
州
上
流
は
御
料
林
に
し
て
駿
蒼
た
る
白
檎
'
棺
'
縦
'
橡
､
山
毛
陣
等
の
針
澗
混
交

林
に
被
ほ
れ
た
-
P
本
州
は
構
造
上
縦
谷
ビ
し
て
開
側

へ
の
侵
蝕
著
し
か
ら
サ
ー
河
水
は
恰
も
樋
の
如
-
谷
底
を
通

じ
間
々
瀞
式
保
護
を
作
り
支
谷
は
懸
谷
を
な
し
共
起
岩
の
部
分
に
は
七
罷
､
大
洗
､
三
級
梶
等
の
小
藩
を
憩
-
る
等

景
趣
幽
蓬
な
る
も
の
あ
-
｡
蛇
石
の
所
在
を
過
ぎ
千
淵
の
断
崖
を
出
づ
れ
ば
谷
は
澗
然
E
L
で
開
け
現
河
床
よ
h
八

十
米
を
亜
甚
だ
し
で
五
十
五
米
1'
四
十
米
等
の
高
さ
に
段
丘
(門
前
都
路
入
口
)
を
魂
す
州
島
村
の
三
宵
月
は
艶
々
だ



し
て
此
段
丘
各
所
に
来
港
を
LJ
L
武
陵
桃
糠
の
蕉
活
わ
ー‥管
濁
せ
-
0

附
近

1
昔
の
地
底
秩
父
系
に
属
す

る
粘
板
岩
.
税
砂
岩
､
珪
息
ー

輝
線
擬
衣
岩
等
の
累
暦
よ
-
成
る
も
閑
々
石
衣

岩
'
赤
色
柾
岩
､
紘
石
基
奴
岩
等
を
も
爽
在
せ
,I
･｡
走
向
は

1
櫨
に
北
二
十
度
乃
至
六
十
度
兼
に
し
て
楽
園
に
四
十

乃
糞
八
十
度
の
忠
斜
を
な
し
､
粘
板
岩
は
魔
綿
の
翁
に
間
々
片
状
剃
理
を
量
す
る
も
の
あ
-
｡
上
流
林
道
の
終
鮎
附

近
に
於
て
は
北
西
六
十
度
に
傾
き
霜
に
背
斜
構
造
髪
不
せ
ち
鹿
砦
は
奈
良
井
に
現
は
満
ゝ
も
の
ビ
仝
じ
-
石
衣
岩
を

爽
輩
す
る
こ
.yJ
あ
ら
｡
又
蛇
石
の
北
側
横
川
川
の
左
壁

1
屑
米
の
高
魔
に
は
潰
横
川
館
山
あ
り
て
十
数
年
来
桂
岩
中

に
爽
在
せ
る
浦
俺
蘭
を
採
掘
せ
り
､∪
錬
骨
は
二
傭
あ
-
'
其

l
は
走
向
北
八
十
度
東
な
る
が
坑
道
の
奥
に
て
は
碑
位

し
て
北
四
十
度
兼
だ
Ejj去

｡
傾
斜
は
何
れ
も
北
西
五
十
度
堅

ホ
し
他
の

一
は
北
三
十
度
兼
に
し
て
六
十
既
兼
閲
に
斜

下
せ

T
｡
魔
石
を
爽
有
せ
る
粘
磐

石
は
北
五
十
六
度
東
の
走
向
'
五
十
四
度
究
寓
の
傾
斜
を
有
す
る
が
蛇
石
の
苗
側

ー
横
川
州
の
右
岸
に
聾
ゆ
る
駕
の
遊
山
の
危
鹿
も
亦
捷
岩
に
し
て
前
記
溝
俺
山
の
も
の
1̂J
相
勤
し
で
互
に
背
斜
の
開
先

を
な
す
も
の
Lよ
も
0

蛇
眉
の
附
近
に
は
火
成
岩
の
覗
出
せ
る
を
謝
め
ざ
れ
で
も
上
流
道
尾
樺
の
兼
に
は

一
児
砂
岩
の
如
-
見
ゆ
る
密
度

状
制
班
を
毒
せ
る
も
の
あ
-
J
是
輝
線
岩
の
風
化
せ
る
岩
脈
に
し
て
幅
凡
十
米
に
し
て
河
流
を
横
切
れ
る
が
碕
其
東

方
に
も
同
種
の
も
の
二
候
あ
り
｡

一
般
に
上
流
地
の
粘
板
岩
中
に
は
二
乃
至
四
セ
ン
チ
の
幅
あ
る
石
英
瀬
の
親
株
に
貰
通
せ
る
あ
り
で
'
槻
者
の
注

意
を
ひ
け

･C,｡
兜
に
蛇
石
の
上
流
左
岸
な
る
瀬
戸
韓
及
下
流
川
上
部
落
に
放
て
横
川
川
に
各
流
す
る
仲
良
輝
の
水
源

(
蛇
石
の
北
部
山
地
)
に
は
微
粒
合
掌
母
石
英
開
披
岩

B
i.t
ite
･
b
e
a
rin
g
Q
u
artz
D
i.
昔
e

の
餅
鮭
状

L
accotiths

倍
州
椛
川
鵬
の
梯
批
脈
助
石
に
放
て

三

二



地

域

第
九
巷

節

三
髄

毒

t

l

二

(
GL･)
に
注
入
せ
る
も
の
あ
る
を
見
る
0

川

小
桃
川
の
谷
は
宿
平
入
口
に
放
て
背
斜
榊
の
方
向
北
五
十
出
力
警

ハ
十
度
光
を

那
L
七
十
比
内
外
光
南
及
四
北
に
斜
下
せ
り
而
し
て
小
紙
川
の
部

落
以
南
の
河
流
の
背
L
drJ埠
曲
に
放
て
は
末
だ
貼
り
た
る
考

へ
な
し
O

Eii
a

二

蛇
石
の
形
態
と
其
構
造

iZg

上
記
の
蛇
石
の

外

に

字
川
上
部
落
伊
良
棒
合
流
迄
に
近
-
横
川
河
床
に
は
焼
石
の
尾
ビ
栴
す
る
部
分
あ
り
て
､
焼

石
nj)
和
睦
る
こ
三

二
キ
ロ
米
に
蓮
せ
rD
蛇
石
及
其
局
を
説
明
せ
ん
に

EiiZl
甲
蛇
石
は
同
方
向
に
延
長
せ
る
も
の
二
修
あ
･clt
南
方
の
も
の
を
第

1
脈
､

北
方
の
も
の
を
第
二
脈
だ
栴

す

べ

dZq

L
0第

一
脈
は
其
幅
略
等
厚
に
し
て
四
､
二
セ
ン
チ
､
線
延
長
八
七

二
ハ
米
に
接
す
｡
中
央
部
は
ニ
ケ
塵
に
於
で
河
流

の
侵
蝕
に
よ
っ
て
こ
れ
を
敏
-
を
以
て
酉
方
よ
り
A
Fq
C
の
三
部
に
分
た
る
｡
A
は
四
八

･
四
米
に
し
て
B
E
の
圃

二

八
光
を
放
き
t
B
は
約
三
光
あ
-
て
其
東
部

1
二
光
を
敏
き
て
C
の
玉
来
に
菰
-
を
見
る
｡
A
よ
-
は
ト
字
形

の
突
出
あ
ら
で
長
雪
上
こ
こ
ハ
光
晴
O
｡
九
米
に
達
せ
り
｡

蛇
石
は
金
-
基
盤
た
る
粘
坂
岩

(
走
向
北
五
十
六
度
兼
傾
斜
南
東
五
十
四
度
)
に
爽
怠
る
～
も
､
其
上
盤
の
粘
萩

岩
は
水
蝕
の
名
に
剰
離
せ
ら
る
而
し
て
岩
床
部
は
堅
硬
な
る
を
以
て
水
面
よ
-
挺
出
す
る
こ
}J
最
高
こ
水
飴
に
蔑
せ

か
｡
更
に
岩
床
を
横
質
せ
る
多
数
の
石
英
脈
は
最
溺
二
セ
ン
チ
よ
-
最
厚
二
七
セ
ン
チ
に
及
び
､
七
セ
ン
チ
内
外
な

る
を
普
通
ど
す

ノ
該
石
英
脈
の
間
隔
は

1
六
セ
ン
チ
よ
ri>
五

〇
セ
ン
チ
に
達
し
p
通
常
二
五
セ
ン
チ
内
外
を
示
し
､

正
し
-
非
行
せ
り
｡
-
字
形
突
出
部
に
は
石
英
脈
を
絡
め
ざ
れ
rrf/,-
其
相
封
せ
る
蛇
石
の
北
側
よ
-
は
隔
二
セ
ン
チ



の
石
英
脈
を
粘
坂
岩
中
に
派
出
し
て
北
三
十
度
酉
の
方
向
に
轡
曲
英
独
せ
り
｡

第
二
脈
は
節

一
脈
の
Fq
鼎
を
振
る
こ
}J
光
に

一
三
米

(
約
四
兼
下
盤
に
沈
入
せ
-
〕
厚
三

〇
セ
ン
チ
内
外
に
し
て

紙
延
長

J
七
光
に
連
す
｡

該
脈
は
走
向
節

一
脈
に
同
じ
-
し
て
河
流
を
横
切
り
て
更
に
動
程
の
粘
板
岩
中
に
仲
人
せ
-
｡
其
石
英
脈

の帽
分

布
等
略
第

1
脈
に
均
し
｡

第
三
脈
は
第

7
脈
卜
学
部
を
振
る
二
光
の
上
肢
に
位
す
る
も
の
に
し
て
厚
二
光
鍋
長
二

二
二
米
の
不
基
形
の
岩
脈

に
し
て
内
に
は
仝
-
石
英
脈
を
倉
皇
や
｡
此
等
の
岩
床
は
基
盤
た
る
粘
板
岩
に
射
し
て
多
少
接
場
屋
贋
を
典

へ
た
る

か
に
見
ゆ
る
も
薯
し
か
ら
ず
｡

-ヽノ
乙
蛇

石
の
尾
ビ
揮
す
る
も
の
は
何
れ
も
岩
脈
に
し
て
約
十
櫨
に
逢
せ
-
.
鳥
迄
蛇
石

だ連
絡
せ
る
も
の
ご
恩
博
せ

′_＼

L

が

如
き
も
触
ら
す
'
此
部
に
於
け
る
粘
版
岩
の
走
向
は
北
五
十
度
兼
に
し
て
六
〇
度
南
光
に
慣
-
も
､
岩
脈
は

l

股
に
北
四
〇
度
西
に
向

へ
る
を
以
て
略
地
暦
を
横
断
せ
る
も
の
昔

-
ど
す
｡
該
岩
脈
の
主
野
な
る
も
の
～
厚
さ
は
二

乃
至

二
光
に
達
し
河
流
を
横
切
れ
る
も
の
五
六
使
あ
り
'
其
或
も
の
は
露
出
延
長

一
三
米
に
連
す
る
水
の
馬
に
切
断

せ
ら
れ
て
二
三
片
ど
な
れ
-
｡
此
等
主
脈
に
隣
接
し
て
幅
四
セ
ン
チ
長

一
五
セ
ン
チ
に
達
す
る
不
規
則
な
る
小
岩
麻

あ
り
で

一
暦
其
耗
出
を
視
難
な
ら
し
む
｡

岩
脈
は

一
般
に
粘
板
岩
よ
り
は
枚
F
u

を
以
て
河
鹿
よ
り
紬
出
し
且
其
色
形

の
異
常
な
る
を
以
て
其
所
在

一
目
瞭
然
た
り
｡
此
岩
脈
に
は
不
規
則
L･i
る
石
英
脈

1
保
を
迫
ず
る
も
其
石
英
は
蛇
石

-ヽノ

)

の
も
の
ビ
同
じ
か
ら
や
｡
故
に

甲

の
蛇
石
は
楯
状
脈
を
構
成
す
る
も

乙

の
蛇
石
の
尾
.J･J
耶
す
る
も
の
は
肺
な
る
岩
脈

q一川【

【Ⅶ一Hr

に
し
て
現
出
の
状
態
其
他
に
於

で

こ

れ
を
同

一
就
す
る
寵
は
ざ
る
も
の

ど

す
0

備

州
桃
川
峡
の
梯
紙
状
蛇

石
に
灘
て

】窒

こ
こ



地

球

筋

九

怨

茄
三
駁

lq
a

;
凹

Eii
J

三

岩

石

の

記

載

′
_
＼

甲
､
蛇
右
(
共
栄

収
部
は
作
並
不
化
作
川
等
を
受
け
た
る
も
の
)

5
:肉
日比
的
に
は

1
舷
に
鴨
次
色
的
密
堅
回
に
し
て
和
泊
ゴー尤
構
造
V

c
s
ic
u
ta
r

ら
-r
u
e
-
u

re

を
認
め
や
｡
唯
曹
長
ポ

の
徴
柵
は
光
陀
弧
き
も
他
は
<
=分
難
物
を
識
別
す
る
偲
は
す
､

1
枚
に
光
柁
乏
し
-
関
々
不
北
川
な
る
物
色
椛
瓢
を

和
す
｡
時
ビ
し
て
和
英
の
細
脈
の
縦
横
に
h
'-
を
見
る
｡
岩
床
の
外
両
は
凪
化
し
て
斉
し
-
褐
色
警

tlす
.
紙
の
祁

薬
膳
に
射
し
て
恥
力
の
方
向
に
飾

川井
し
き
を
以
て
此
部
分
よ
-
仙
境
す
る
こ
と
を
免
か
れ
ず
｡

,.I
T.;
Y.i.
-

J
y
1

1
Jll
Lと
.ti
...

蛇石の対1純
#放出fl弟 x62
AI･-･LIY ･I2才1(衣′上)
C･1. ljIl節LT卜糾竺付トノ孤分封;
IJ. 槻 錨 伐(不定形 粒状)

㈲
如
徹
鋸
下
に
狩
片
.ぜ
槍
す
る
に
押
立

ポ

化

作

用

A
lb
itizl
t
io

n
和
.tT芯

化
作
川

S
cricitization
等
の
後

山折
渡
作
用

P
o
s
t･m
a

gm
dtica
c
t
io
n

を
受
け
岩
ポ
全

般
に
汚
濁
を
凍
た

し
'鮮
明
を
秋
き
脱
岩
石
の
斜
長
和

は
介
解
し
て
次
成
頻
物
た
る
伸
長
不

A
Jbite
方
僻
ポ

糾
巾､毒

と
の
非
41
位
と
化
し
'
殆
以
岩
石
の
組
織
を
鵠

む
る
能
は
ざ
る
に
..qt:れ
b
｡
W
.H
G
は
細
小
な
る
柑
状

を
‖t.し
｡
屈
折
率
履
舶
折
北
ハに
低
し
｡
ポ
益
は
フ
エ
ル

サ

イ

ト
朕

F
c
tsitic

に
し

て
*
.-
粥

晶

を
秋

-
｡

石
英

は
粒

朕
に
韮
合
せ
ろ
-
の
各
巌

に
散
勤
し

或
は
製
錬
を



唄
充
せ
C
･｡
方
解
石
は
形
不
定
に
し
て
岩
石
各
面
を
随
じ
て
私
め
ら
る
O
斜
長
石
の
分
解
に
よ
っ
て
成
産
せ
る
も
の

な
-
0
聞
蛇
石
を
構
質
せ
る
石
英
脈
.

石
英
脈
と
岩
床
部
の
悪

習
J
の
境
界
は
鮮
明
な
る
も
其
接
着
は
腰
密
に
し
て
禍
銭
轍
に
汚
馳
せ
ら
る
｡
其
結
晶
粒

子
は
胤
大
に
し
て
和
子
光
浬
弧
-
､
明
か
に
ペ
グ

マ
タ
イ
ト
性
石
英
脈
に
し
て
'
所
々
に
曹
長
石
の
小
晶
及
方
胎
盤

竪
父
え
稀
に
白
質
僧
の
滞
井
を
も
見
る
｡
曹
長
石
は

oP

面
の
前
後
に
長
き
普
通
a･t
る
形
に
し
て
ア
ル
バ
イ
ト
双
晶

の
練
候
井
に
カ
ー

ル
ス
パ
ッ
ド
双
晶
を
壁
開
面
に
於
て
廓
大
鏡
に
て
謎
め
得
る
も
の
あ
ゎ
｡
多
-
は
カ
オ
リ
ン
化
し

或
も
の
は
内
容
を
失
ひ
て
蝕
舵
の
如
き
容
隙
を
通
せ
ゎ
｡
即
ち
ペ
グ
ヤ
ク
イ
･L
の

I
稼

"J
考
ふ
る
こ
ど
な
得
｡
該
石

其
は
割
日
多
-
極
め
て
脆
し
｡

該
石
英
脈
の

1
部
分
を
旦

止
駿
山
分
析
裸
に
於
で
含
金
銀
率
を
定
量
せ
る
に
金
は
痕
跡
厳
は

一
地
中
に
二
〇
先
を

含
有
す
る
も
の
に
し
て
其
品
位
は
極
め
て
低
き
も
(
鋸
石
1J
し
て
無
債
櫨
の
も
の
)駿
脈
性
の
も
の
た
る
を
知
る
｡

㈲
蛇

石

の

成

因
｡

･
蛇
石
は
菩

石
灰
の
沈
入

(閃
紙
粉
岩

DiorTi-?
pDrPhyrite
叉
は
扮
岩

(
P
.rphyrite
)
魔
の
も
の
ど
考

へ
ら
る
)

筏
に
於
で
岩
濃
敢
後
の
残
牧
た
る
ア
〝
カ
-
性
熱
水
作
用
に
よ
-
て
化
撃
的
挺
質
を
受
け
た
る
薦
め
暦

石
石
の
斜
長

石
は
曹
長
石
､
方
解
石
'
絹
雲
母
等
の
基
金
櫨
ビ
化
し
現
在
金
-
原
岩
の
組
織
等
を
謂
む
る
髄
は
ざ
る
迄
に
後
川石
渡
作

柄
P

ost･magmatic
actionを
輿

へ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
聾
で
坪
谷
掛
野
士
は
兼
北
日
本
の
両
島
楳
高
田
鋸
山
､
秋

由
癖
花
岡
錬
山
及
盛
岡
韓
附
妃
に
放
て
鶴
床
を
肪
胎
し
て
旗
-
布
衣
す
る
粒
状
安
山
岩
'
閃
紋
岩
等
の
斜
長
石
が
瞥

信
州
鵜
川
映
り
梯
批
朕
蛇
石
に
放
て

蓋

7
五



地

球

弟
九
魯

鋳

三
髄

室

ハ

〓
ハ

長
石
化
作
用
を
受
け
て
嘩
化
せ
る
二
･IJ
を
論
せ
ら
れ

L
が
p

本
署
の
場
合
も
各
-
嗣

一
現
象
ビ
誕
ひ
る
を
得

ぺ
し
｡

然
し
て
岩
床
金
鰭
が
冷
却
し
収
縮
す
る
に
際
L
張
力
に
よ
-
て
裂
け
目

T
ensi
o

n
C
racks
を
庄
せ
L
L･i
I
･｡

藤
原

数
控
は
賓
蘭
上
製
目
は
張
力
の
方
向
に
鹿

角
に
鐘
す
る
も
の
に
し
て
.
若
し
物
質
が
不
均

一
な
ら
ば
勿
翰
鍋
線
を
通

じ
て
褒

-
る
も
'
均

一
な
る
時
に
は
裂
日
は
必
ず
服
力
の
方
向
に
直
角
に
進
み
史
に
張
力
が
急
に
働
-
時
は
数
個
所

に
於
で
同
時
に
裂
-
る
こ
.J･J
も
あ

-
で
p
か

J
る
場
各
に
は
各
裂
日
の
閥
筋
は
等

宜
雛
に
楼
蘭
す
る
こ
と
を
指
摘
せ

ら
れ
'
佃
か
～
る
現
象
は
桝
諭
上
平
等
の
法
則
又
は
最
大
距
離
の
法
則
上
よ
-
も
散
明
し
柑
る
こ
ど
な
翰
せ
ら
れ
た

-
｡
蛇
石
の
場
合
に
於
て
も
盆
-
此
法
則
を
通
用
し
て
略
等
距
離
の
裂
日
を
説
明
す
る
こ
ど
な
碍

ペ
L
｡
定
に
此
裂

目
を
ペ
グ

ヤ
ク
小
卜
性
布
基
礎
が
唄
充
し
且
錬
牧
の
沈
澱
を
揮
ひ
た
る
も
の
.,J
認
め
御

ペ
し
｡

荒
原
岩
石
は
敗
績
に
し
て
斑
晶
に
乏
し
き
微
粒
閃
紙
粉
岩
様
又
は
扮
岩
棟
の
も
の
に
し
て
こ
れ
よ
も
鍵
化
し
凍
れ

る
に
は
非
る
か

(
次
項
蛇
石
の
尾
の
部
塵
照
)｡
秩
父
地
方
に
於
で
は
内
服
に
て
は
轍
密
衣
色
隠
微
晶
質
に
L
t
J
外
観

恰
も
政
き
産
衣
岩
に
頻
す
る
石
其
閃
練
扮
岩
の
現
出
す
る
を
見
る
こ
さ
あ
-
Lビ
い
ふ
｡

＼.ノ
乙

蛇

石
の
尾
の
岩
脈
｡

(
侶

内

服
的
に
浪
絃
色
を
量
L
外
観
凝
灰
岩
に
根
す
る
も
間
々
石
英
斜
長
石

(
友
曹
長
石

O
lig
oclase)
及
角
閃
石

の
斑
晶
を
認
め
稀
に
輩
地
盤
の
微
粒
を
も
散
鮎
す
.

依
っ
て
明
か
に
石
英
閃
紙
粉
岩

Q
uartZ
･d
io
rite･po
r
p
h
y
r
ite

ビ
訴
定
す
る
を
程

ペ
し
｡

ー㈲
該
岩
石
の
面
を
牢
に
磨
き
反
射
光
繭
かLJ以
て
槍
す
る
に
斑
晶
た
る
石
英
は
柿
に
し
て
淡
物
色
透
明
な
-
｡
斜
長

石
は
方
形
.i
近
さ
断
面
.官
有
し
陶
土
化
し
て
白
濁
不
透
明
な
-
0
薄
片
を
撒
す
る
に
石
英
､
斜
長
石
(
次
押
目長
石
)､



角
閃
石
等
の
斑
晶
を
見
る
｡

角
閃
石
は
晒
地
色
に
し
て
周
囲
ビ
中
心
だ
色
形
を
典
に
し
外
翻
濃
-
し
て
中
心
は
色
淡

し
0

第
二
次
生
の
曹
長
石
は
美
し
き
光
輝
あ
る
白
色
柱
状
結
晶
に
し

て
石
基
金
部
に
散
在
し
叉
石
基
の

1
部
の
溶
解
せ
ら

れ
た
る
後
を
墳
充
す
る
も
の
め
-
U
糞
銀
鉱
は
立
方
健
に
結
晶
L
で
石
基
内
に
散
鮎
す
る
も
妹
に
分
解
せ
る
角
閃
石

の
周
囲
に
多
L
E
L･i
す
｡
こ
れ
に
依
っ
て
見
れ
ば
本
岩
は
石
基
閃
紙
粉
岩
の
岩
脈
た
り
し
が
蛇
石
の
場
各

の
如
-
岩

壁
最
後
の
熱
水
牧
の
作
用
を
受
け
て
希
に
曹
長
石
化
せ
る
も
の
に
し
て
黄
銭
鋸
は
該
熱
水
棟
中
の
硫
賓
倉
が
分
解
せ

る
角
閃
石
及
石
基
中
の
磁
蛾
盤
等
ビ
化
各
し
て
成
生
せ
し
も
の
な
る
ペ
し
｡

荷
此
度
に
沈
入
せ
る
岩
脈
の
快
肋
色
の
部
分
を
槍
す
る
に
同
じ
-
石
基
は
殆
.'～
管
長
石
化
し
斑
晶
の
残
骸
は
斜
長

石
の
相
子
来
状

だ
角
閃
石
の
杖
状
の
愉
廓
ビ
の
み
を
止
め
内
部
は
悉
-
曹
長
石
.1J
な

-
て
磁
餓
鰻
及
石
英
を
静
め
や

此
岩
脈
は
熱
水
紋
の
化
撃
的
鼻
化
を
受
-
る
こ
･,-J
前
述
の
岩
脈
よ
-
も

l
暦
烈
し
か
-
し
も
の
だ
思
は
る
｡
此
岩
脈

中
の
斜
長
石
は
伊
良
捧
人
の
石
其
鼎
雲
母
閃
絃
岩
中
の
も
の
.,J
略
同
質
に
し
て
衣
管
長
ビ
認
め
ら
る
も
の
な

-
0

Eii
P

園

梯

状

脈

の

数

例

.(

梯
状
脈
(
或
は
梯

状
餓
脈
)
･fJ
は

一
般
に
火
成
岩
の
岩
脈
又
岩
床
を
横
切
ト
で
多
数
の
岩
脈
叉
は
錬
脈
が
挙
行
に
配

列
せ
る
も
の
に
し
て
其
遭
入
機
の
冷
却
榊
姑
に
際
し
て
起
れ
る
容
積
収
縮
の
結
果
生
せ
し
製
日
を
兜
に
他
焼
物
に
よ

っ
て
墳
元
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
る
が
'
之
を
賓
際
に
徴
す
る
に
多
-
は
水
成
岩
の
健
面
に
滑
ひ
て
進
入
せ
る
岩
床
の

裂
日
に
姉
二
次
の
僻
液
の
沈
澱
に
よ
り
て
多
数
の
平
行
な
る
岩
脈
(
叉
は
錬
脈
)
を
蕉
せ
し
も
の
多
き
が
如
し
｡
粟
津

備
州
鵜
川
峡
の
柑
状
脈
鵬
石
に
放
て

1
=X

T
七



地

球
t

節
九
容

妨
三
班

)
望

7
八

氏
に
接
れ
ば
本
邦
に
於
て
は
'

闘
近
江
閣
御
地
東
山
の
騎
床
に
て
は
第

一
園
に
示
す
如
-
粘
板
岩
中
に
沈
入
せ
る
輝
線
岩
の
岩
床
中
に
銅
鉾
脆

(

黄
銅
鋸
'
磁
硫
戯
鋸
よ
り
成
る
)
が
精
膳
行
状
に
配
列
す
る
敏
見
る
｡

㈲
勿
来
銅
の
酉

一
旦
許
の
地
に
は
竹
貫
系
角
閃
片
岩
中
に
花
尚
岩
の
吉

右
肺
あ
-
て
こ
れ
よ
り
左
右
に
数
様
の
石

)

ノヽ

イ

E

(

′＼

粍

輝

横

紙
日石
岩

英
脈
監

石
灰
状
に
派
出
し
て
梯
状
を
な
せ
る
を
見
る
｡
何
れ
も
其
規
模
等
に

於
て
蛇
石
に
比
す

べ
-
も
あ
ら
ず
o

又
こ
れ
を
外
囲
に
索
む
れ
ば
､

Ⅲ
ノ

ル
ウ
ェ
ー
図
1Tf
ズ
マ
ル

ス
ク

Nedsm
arsk
銅
山
に
は
鰐
二
周
の
如

く
､
石
英
片
岩
中
に
厚
さ
十
択
許
の
花
観
岩
岩
脈
あ
-
｡
之
ビ
直
角
に
凡

1

沢
の
障
り
を
以
て
小
な
る
石
英
脈
あ
ら
｡
盛
銅
威
及
白
雲
母
を
含
有
す
｡
操

行
す

べ
き
償
倍
な
き
も
の
な
-
｡

W

5iZl

イ

hH
･

(

I.IJ

石

花

聞

ロ
シ
ア
､
ウ
ラ
ル
山
脈

べ
リ
オ
ゾ
タ
ス
ク
B
eryo2;OuSk
に
は
第

三
圏
の
加
-
古
生
代
粘
坂
岩
?
中
に
あ
る
糖
密
細
粒
の
花
梅
岩

(
方

言

B
eleSite)
中
に
石
英
賑
わ
-
｡
其
脈
幅
は
二
吋
以
下
の
も
の
多

L
堺
の
間
隔
は
五
時
乃
至
二
沢
に
し
て
石
英
脈
中
に
は
育
苗
分
の
八

の
合
金
あ
-
ビ
､
光
も
該
花
関
岩
中
に
も
育
苗
分
の
三
の
合
金
あ
る

を
見
る
0



榊
濠
洲
ゲ
イ
ク
ー

リ
ア
州
ウ

ェ
ザ
ア

リ
ー
W
everly
鶴
川
(第
閤
固
)
の
育
塾
代
粘
坂
岩
中
に
は
幅
三
択
六
時
の

図 三番
ロ

Eii:Iid

イ

ロ

(

′し

-1II.枚抑

川r)_tl節

岩槻粘(イ)
放 牧JR](口)

J_･

･=

-
JiE

開
放
岩
岩
脈

(
方
言
M

uu
cck
D

yk
e)
中

に
合
金
石
英
の
細
脈
ゐ

-O石英脈
は
不
規

則
に
し
て

1
時
よ
-
二
沢
の
阿
階
を
有
す
岩

脈
の
延
長

一
哩
牛
に
連
す
｡

要
す
る
に
上
記
の
例
は
岩
脈
}J
は
称
す
る

も
圃
解
に
き
れ
ば
何
れ
も
岩
床
に
魔
す
る
の

～
如
-
共
著
貿
石
英
脈
の
性
質
構
造
等
頗
る

1
致
す
る
も
の
あ
る
を
看
取
し
轟

ペ
し
｡

①

結

論

之
を
要
す
る
に
蛇
石
だ
基
局
だ
揮
す
る
部
分
だ
は
其
地
質
的
現
出
の
状
態
を
典
に
し
且
其
構
造
も
全
敗
阿

一
に
は

あ
ら
ざ
れ
.r/J
も
其
斜
長
石
及
二
次
的
樫
化
の
赦
似
等
よ
り
考
察
す
る
に
同

l
岩
膿
よ
り
誘
導
せ
ら
れ
た
る
も
の
.,J
見

る
を
得
ペ
L
｡
即
ち
本
山
地
の
北
部
仲
良
韓
及
網
戸
樺
の
水
源
地
に
露
出
せ
る
完
晶
質
の
石
基
黒
蜜
母
閃
紋
岩
が
甚

主
機
を
な
す
も
の
に
し
て
'
蛇
石
だ
尾
の
両
者
は
此
岩
盤
よ
-
其
終
曲
にこ
分
化
洗
出
し
た
る
斑
状
組
織
な
る
石
英
閃

紙
粉
岩
な
-
｡
こ
れ
恰
も
甲
州
閣
八
代
郡
酉
湖
よ
り
甲
府
に
至
る
山
路
の
阿
難
坂
だ
迦
薬
取
だ
の
問
に
覗
は
る
ゝ
御

坂
暦
中
に
進
入
せ
る
柘
相
石
石
英
扮
岩
､
輝
抹
岩
及
輝
線
扮
岩
等
が
瓦
に
近
接
し
て
現
は
れ
共
に
中
央
部
の
石
英
閑

地
岩
よ
り
両
側
に
岩
粟
分
鰭
に
よ
rc,て
繰
出
せ
る
も
の
に
此
す
る
を
得

べ
き
か
｡

信
州
桃
川
峡
の
柑
Jは
脈
蛇
不
に
批
て

一
光

一
九
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球
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弟
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蒋

節

三
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式
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二
〇

蛇
石
だ
尾
の
場
合
に
於
で
は
最
後
の
機
液
の
ア
ル
カ
-
性
熱
水
作
札
に
よ
-
て
皆
長
石
化
し
斑
に
蛇
石
に
於
で
は

イ

S
M
H

其
裂
目
に
従
ひ
て
ペ
グ

マ
タ
イ
ト
性
岩
脈
を
成
生
し
て
亨

原
岩
石
ビ

ーJIII-
I
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∫
-
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-
-
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t

1
-
-

抑塙
は
典
護

る
も
の
還

れ

-1
.
然
し
孟

岩
笠

人
の
票

は
禁

固

脚
線

に
示
す
如
-
縦
型
の
餅
磐
を
な
し
､
こ
れ
よ
-
分
出
せ
る
多
数
の
岩
床

諸
扮

岩
脈
等
を
鐘
じ
た
ら
し
に
偶
品

流
の
侵
蝕
作
用
に
よ
っ
て
其

嘉

を

絶

対

禦

:

1#

露
出
す
る
に
至
れ
る
な
ら
ん
｡
か
ゝ
る
縦
型
餅
磐
の
鞄
例
は
粟
津
氏
に

疲
れ
ば
前
記
御
坂
暦
中
に
進
入
せ
る
火
成
岩
汝
越
後
問
兼
蒲
原
郡
及
岩
船
郡
地
方
の
粘
板
岩
中
に
蓮
入
せ
る
花
梅
岩

等
に
之
を
見
る
を
程

ペ
し
だ
.

+-

而
し
て
蛇
石
の
尾
の
部
分
た
る
岩
脈
部
及
蛇
石
の
第
三
脈
等
に
於
て
は
普
通
の
岩
脈
の
如
-
地
暦
を
横
断
せ
る
も

の
に
し
て
敢
て
異
現
象
を
毒
せ
ざ
-
L
も
､
蛇
石
の
場
各
は
如
何
に
し
て
か
～
る
機
巧
を
探
れ
る
か
蓋
同

一
の
岩
数

が
粘
板
岩
の
暦
中
に
沈
入
L
且
其
各
部
分
が
同

一
の
厚
さ
'.)
同

1
の
濃
度
だ
魔
カ
ビ
泥
皮
E
を
保
ち
飴
も
急
激
な
る

冷
却
の
結
果
p
略
等

1
の
規
則
正
し
き
裂
日
即
節
淵
を
壁
じ
､
こ
れ
に
石
英
脈
を
貫
入
せ
し
め
た
る
も
の
に
し
て
偶
々

各
種
の
紺
化
撃
的
要
素
の
相

一
致
せ
る
結
基
藤
原
教
授
の
澄
明
に
よ
る
略
等
間
隔
の
定
則
(
即
寺
田
の
定
則
な
る
)
覗

象
を
発
現
す
る
に
至
れ
る
な

り
｡
而
し
て
此
進
入
が
本
地
方
の
古
生
暦
地
盤
の
摺
曲
に
伴
ひ
て
岩
梁
の
移
動
を
磯
起

せ
し
め
た
る
に
よ
る
こ
ビ
明
か
に
し
て
､
偶
々
其
背
斜
軸
に
近
か
-
L
は
岩
塊
の
辻
人
に
好
偵
件
を
輿

へ
た
る
も
の

ど
い
ふ
ペ
-
.
未
だ
摺
-;
進

入
の
地
質
時
代
を
辿
る
ペ
u
u適
確
な
る
驚
左
は
こ
れ
を
得
ざ
れ
rJFJJ
も
矢
部
教
授
の
所
謂

新
婦
三
紀
時
代
に
於
で
商
酉
日
本
の
東
部
地
帯
が
北
(
或
は
北
西
)
よ
-
･闇
(
或
は
南
東
)
に
向
け
て

1
大
願
迫
を
受
け



た
る
始
発
に
よ
る
大
数
動
に
仲

へ
る
-
の
な
る
は
憩
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す
る
に
難
か
ら
す
e

単

著

文
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F

Beck-
E
rz
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chre
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､
id
d
ing
s-
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三､
野
m
勢
次
郎
-

木
曾
間
隔
北
岡
紀
別
巻

凹
､
佐
藤
停

灘

-
岩
村
地
質
鶴

五
､
加
搬
耗
央
-
餓
舵

地
質
撰

六
､
両
口
銭
臓

-

蝕
駐

韓
七
､
平
林
武
-

髄
構
川
端
佃
銑
粧
約
数
報
せ

八
'
坪

谷
串
六
-

光
北
地
方
の
火
成
封
に
兄
ら
る
1
管
長
石
化
作
用
71
就
て
(地

質
準
榔
BL.J;
昭
和
二
年
六
月
親
)

九
'
木
下
曲
城
-

-
山村
石
鎌
物
故
槻
解
の

期
槻
鍍
研
究

7
0
'
矢
部
長
滝
-

紙
魚
川
脚
朋
地
柵
触
(
現
代
の
科
挙
節
大
塔
約
三
雛
)

T
T
'
穂
川
虫

7
-

離
縮
ブ
ロ
ッ
ク
と
朕
濃
プ
ロ
･.～

グ

(灼
桝
韓
評
論

大正
十
四
非
十
二
月
)

7
二
'
溢
原
状
平
-

地
約
と
地
裂
紬
と
に
放
て
(大
正
十
四
年
九
月
地
税
政
簡
)

T
三
'
同
-

地
形

の
附
合
と
州
粒
灘
大
地
鰐
(範
毅
雑
誌
大
正
十
三
咋

7
月
)

四
国
に
於
げ
ろ
上
部
白
壁
紀
暦
の
分
布

)ヾ構
造
線
に
就
き
て

江

尻

展

伍

上
部
白
輩
紀
暦
の
四
囲
に
於
げ
ろ
分
布
を
見
る
に
p
或
は
結
晶
片
岩
の
北
に
或
は
有
産
層
の
南
練
に
或
は
四
寓
十

川
統
中
に
存
在
し
､
骨
之
等
の
宙
斯
岩
層
ビ
断
層
を
以
て
界
L
叉
は
之
に
介
在
せ
る
を
見
る
､
今
之
を
介
て
左
の
五

暦
だ
な
す

ペ
し
｡
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､
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四
､
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五
､
泰
牛
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'
和
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岩
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此
の
地
層
に
関
し
て
は
轟
に
本
誌
第
四
懸
第
五
鶴
に
於
て
之
を
諭
せ

-
'
常
時
之
を
下
部
よ
-
上
部
に
向
で
湊
貫

四
問
に
放
け
ろ
上
郡
･E
誠
紀
厨
の
分
神
と
柵
延
髄
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就
さ
て
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